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Ⅰ 教育の基本方針 

１「豊かな心を育む」箱根人の育成を目指しての目標 

 

総合計画の中で、教育は「次代の育成と豊かな心を育む」という重大な使命を託さ

れている。 

教育委員会では、使命達成のため２つの基本方針を柱とし、具体的目標として町民

の望ましい将来像を掲げた。 

  

≪教育基本方針≫ 

ⅰ 箱根の豊かな自然・歴史・伝統文化など、箱根の風土を大切にした人間教育 

 

ⅱ 地域を愛し、幅広い国際性と社会性を身につけた人間性豊かな心、温かい箱根

人の育成 

  

<方針達成のための具体的目標> 

 

＊学校教育における児童・生徒像 

 

① 箱根を知り、箱根を語れる子 

 

② 確かな学力を身につけた子 

 

③ 社会のルール、規範が守れる子 

 

④ 心身ともに健康で意欲的に物事に挑戦できる子 

 

⑤ 友だちを大切にする子 

 

＊生涯学習における具体的な町民像 

 

① 箱根の歴史・自然・文化に根ざした箱根人 

 

② 健康で明るく元気な生活に根ざした箱根人 

   

教育方針を達成するための方策としては、学校教育及び生涯学習において、『箱根教

育』を基盤とした教育・学習の実践を図っていく。  

 

 

   



新

幼稚園ミニマム具現化

コミュニケーション分野

ソーシャル分野

プロジェクト分野

部活動指導者派遣事業

小学校体育大会

テーブルマナー（中３）

①生きる力を育む教育の推進

②教育の内容・方法の充実

③開かれた学校づくり

④心の教育の推進

確かな学力を身に付けた子

箱根を知り、箱根を語れる子

社会のルール規範が守られる子

心身ともに健康で意欲的に物事
に挑戦できる子

情報教育

国際理解教育

友達を大切にする子

就学前教育

箱根総合学習

体力向上

地域教育

特色ある学校づくり

幼・小・中一貫教育

教員の資質向上

漢字の読み書き達成度調査

箱根子ども図書銀行

アフタースクール事業

子ども新聞展

ＡＬＴ派遣事業

スタートプログラム

⑥教育環境の整備

学校（園）施設改修・整備

高等学校等通学費補助制度

演劇鑑賞会

箱根子どもアート展

⑤特別支援教育の推進 中学校取り出し授業

校内環境整備

２　総合計画達成のための方策　【学校教育課】

奨学金制度運用

⑦通学支援制度の推進

総合計画目標 教育の基本方針 箱根教育 教育内容

学校（園）花いっぱい運動

もてなしの心 幼・小・中もてなしの心実践

新

新

サマースクール（小学校交流授業） 新

新ジオパーク授業

介助員・個別支援スタッフ事業

箱根ミニマム
（学力向上）

廊下歩行、清掃

グリーンカーテン

子ども支援ネットワーク協議会

中学1日体験入学

美術館見学（中１）　等々

開かれた学校

ＱＵ調査

スクールマネジメント事業

体力測定追跡調査

各種研修事業・遊悠塾

学校ボランティア

小・中教員交流授業
（サマースクール）

小・中共通校務分掌

小・中目標の一元化

姉妹都市交流事業

箱根の歴史（小６）



図書サービスの向上 移動図書館活用

総合計画達成のための方策　【生涯学習課】

総合計画目標 教育の基本方針 箱根教育 教育内容

①生涯学習機会の充実 生涯学習活動の支援

社会教育センター各事業

ボランティア活動推進

箱根子ども図書銀行

ブックリサイクル

箱根図書月間

　

②生涯学習施設の機能と運
営の充実
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郷土資料館各事業

関所跡・関所資料館各事業

歴史・各地区ワンコイン冊子

ＨＡＫＯＮＥ大学

青少年育成問題協議会

子ども会事業

遊悠塾講師派遣

箱根の歴史授業講師派遣

地域スポーツ活動の推進 レイクアリーナ各事業

地域ぐるみ健全育成事業の推進

関所跡・資料館の運営

社会教育センターの利用促進

森林浴ウォーク

文化遺産の活用 元箱根石仏群地区協働

文化探訪

≪今と昔を伝える箱根の情報館≫

大文字・チャレンジクラブ育成

自然観察会

読み聞かせボランティア研修

ニュースポーツ推進

各教育施設改修・整備

レイクアリーナ ≪健康と体つくりの発進地≫

≪江戸時代体感処≫

≪人と文化の集積処≫

郷土資料館



Ⅱ 平成２４年度 教育の重点 

【学校教育課】 

１ 研究委託 

 〔幼稚園〕 

  ①コミュニティ幼稚園の在り方・・・教育課程の内容等 

 〔小・中学校〕 

  ①小・中一貫教育の礎・・・・・・・総合学習のあり方 

  ②学力向上について・・・・・・・・「全国学力・学習状況調査」の分析 

  ③幼・小連携教育・・・・・・・・・落ち着いた生活態度の育成 

  ④読書の指導について・・・・・・・読書量を増加させるための再工夫 

２ 各園・小・中学校の具体的な取組み 

区 分 
１学力向上に向けての取り組み 

の強化 

２「心の教育」の取り組みの強

化 

幼稚園（保育園） 
・読み聞かせ活動の推進 ・「おもてなしの心」の日常化 

・聴く態度の育成 

湯本小学校 

・読書習慣・学習習慣の定着を 

図る。朝読書・教職時間準備の

読み聞かせ活動 

・問題解決学習のための教材の 

工夫 

・個別サポートの場の工夫 

・「おもてなしの心」の日常化 

 ①清掃活動、給食時間の整然 

とした姿勢づくり 

 ②あいさつを交わす取り組み 

箱根の森小学校 

・計算を中心にした指導方法の 

改善 

・家庭学習の習慣化 

・あいさつの日常化 

・道徳、学級指導の充実 

仙石原小学校 

基礎基本の定着を目指して 

・朝時間の活用 

・家庭学習の習慣化 

・「おもてなしの心」の日常化 

 ①気づき清掃 

 ②校内掲示の工夫 

箱根中学校 

基礎基本の定着 

・朝ドリル学習の実施 

・家庭学習の習慣化 

・「おもてなしの心」の日常化 

・道徳教育の充実 

・教育環境の整備 

 ①清掃の徹底 

 ②清掃用具の管理 

教育委員会事業 

・アフタースクール事業 

・教員研修 

・学力調査 

・箱根ミニマム調査 

・新聞展 

・子どもアート展 

 

【生涯学習課】 

～各施設の具体的な取組み～ 

区 分 ○教育各施設のコンセプト達成のための取り組み強化 

郷土資料館 ・今と昔を伝える情報館 

社会教育センター ・人と文化の集積処 

レイクアリーナ ・健康と体力づくりの発進地 

関所跡・歴史資料館 ・江戸時代体感処 



Ⅲ 資料編 
 

 

 

１ 箱根町の教育の総括【資料１】 

  （１）箱根教育の現状と課題 

  （２）小中一貫教育 

  （３）奨学金制度 

 

２ 箱根教育の全体像【資料２】 

   学校教育と生涯学習一覧表〔資料２-1〕 

   箱根教育 地域教育 必須指導事項一覧〔資料２-2〕 

   地域教育「箱根ジオパーク」関連必須事項〔資料２-3〕 

   教員資質向上 研修等事業計画〔資料２-4〕 

 

３ 教育支援組織図【資料３】 



１ 箱根町の教育の総括 

（１）箱根教育の現状と課題 

【学校教育】 

≪現状≫ 

箱根教育については、「地域教育」、「箱根ミニマム」、「心の教育（もてなしの心）」、「情

報教育」、「国際理解教育」の 5 分野で構成されている教育であり、平成 19 年度当初から

各学校において実践している。 
「地域教育」については、この 5 年間で各地域の地域教材が開発され、授業に取り入れ

られるようになってきた。更には小・中学校一連の共通教材を活用した授業も行われ、児

童・生徒の箱根への関心も高くなってきた。例えば、中学生のイベントへのボランティア

参加や、中学校 3 年生の町への提言などから、箱根の中で確実に地域教育が実践されてい

ることが伺える。 
地域教育指導資料の加除修正については、実践研究を含めて、箱根町教育制度の研究テ

ーマでもあり、授業実践研究を行いながら修正等を行っている。 
 
「箱根ミニマム」については、基礎学力として漢字の読み書き・計算力について定着度

を確かめるため年 3 回の調査を行っているが、一定の成果は出たものの、それ以上は伸び

悩んでいるのが現状である。 
また読書であるが、「箱根子ども図書銀行」を中心に実践を図っている。平成 19 年度以

降、読書活動を最重点項目としてきた結果、各学校・園と社会教育センターの連携や学校

間の連携が生まれた他、各学校では図書ボランティアの導入が積極的になされ、図書室の

改修や図書啓発活動、図書室環境の充実を図る工夫がされてきた。 
 
「心の教育（もてなしの心）」であるが、幼稚園・小学校・中学校において、5 項目の実

践を行い、幼・小・中の共通教育目標として実践活動をしているところである。 
「心の教育」の一環として取り組んできた「落ち着いた生活態度の育成」であるが、平

成 22 年度・平成 23 年度と清掃活動に力を入れてきたため、取り組みが充実してきた。今

後も継続していく方針である。 
「箱根町子どもアート展」は、幼稚園・保育園・小学校・中学校の全園児・児童・生徒

の作品を展示している。なかなか好評であり定着してきた。今後も「心の教育」の一環と

して継続していく。 
 
「情報教育」であるが、平成 21 年度の国庫補助対象事業である「学校等 ICT 環境整備

事業」を受け、児童・生徒の 3.6 人対し 1 台のパソコンが配置された。小学校の教育課程

の中にも情報教育（パソコンの運用）を位置づけ実践してきた。小学校 6 年生においては、

地域教育との関連性を持たせ、「箱根町小学生新聞展」を開催している。写真を新聞中に取

り入れデザインに工夫を凝らすなど、質の高い新聞も作られるようになった。今後も継続

していく。 
 
「国際理解教育」であるが、新教育課程において小学校でも英語の授業が位置づけられ



実践されているところである。小・中学校に ALT を配置し、ネイティブによる英語教育

を今後とも実践していく。 
≪課題≫ 

「地域教育」の今後の方向であるが、平成 23 年度には、小田原市及び足柄下郡 3 町が

ジオパーク認定へ向けての取り組みに着手した。地域の教育においても、地域教育導入依

頼、地震や地形・自然・産業などの教材を用いた授業実践を行っている。平成 24 年度か

らは、「ジオパーク」を冠にし、系統性のある授業を行う必要がある。 
 
「箱根ミニマム」であるが、更なる定着を図るため、児童・生徒が自己学習をしやすい

方法の導入を図るとともに、各学校は学力向上のための具体的な取り組みを図っていくこ

とが必要である。 
学力向上の大きな要因となるものは、家庭学習の習慣化であるが、習慣化を図るための

一方策として補習授業等を実施するなど積極的な取り組みを行っていく必要がある。 
 
最後に「読書活動」であるが、今までの取り組みの中で確実に読書量が増えてきたが、

まだ家庭で読書をする環境がない場合も多く、読書量の増加へと結びつかない。今後の大

きな目標は「町が図書館、読書の箱根」を目標に、図書月間推進や図書ボランティア研修

の充実、図書広報・教育機関の連携などを積極的に行い、家庭での読書の推進を図る必要

がある。 
 

【生涯学習】 

生涯学習の中の箱根教育の位置づけは、「学習の場の提供」と「学習情報の提供」の大

きく 2 点である。 
 
① 「学習の場の提供」 
≪現状≫ 

学習施設の場として、 
・郷土資料館  
・関所跡 及び 関所資料館  
・元箱根歴史館 
・社会教育センター  
・レイクアリーナ箱根     の 5 施設がある。 

  各施設において、それぞれの取組みを行っている。例えば、郷土資料館では、特別展

の他に企画展の実施、また常設展の展示内容を変えるなどの試みを行っている。 
 関所等関連施設では、内覧会の実施や関所の見どころの冊子作成、児童・生徒の絵画

展などを実施し、広報的な取り組みを行っている。 
  社会教育センターでは、生涯学習に関するサークル活動の支援や、講座の開設を行っ

てしている。 
  元箱根歴史館では、昨年度にリニューアルを行い、入場者も増加してきている。 
  レイクアリーナ箱根については、健康とスポーツ普及のための取組みを行っている。



以上が、現在の取り組みの状況である。 
 
≪課題≫ 

各施設のコンセプトは 
・郷土資料館         ＝ 今と昔を伝える箱根の情報館 
・関所跡 及び 関所資料館  ＝ 江戸時代体感処 
・元箱根歴史館        ＝ 俳句と歴史の星への誘い処 
・社会教育センター      ＝ 人と文化の集積処 
・レイクアリーナ箱根     ＝ 健康と体づくりの発信地 

としている。今後 10 年先を見据えた形で、このコンセプトに沿った形の施設運営をど

のようにしていくかが課題である。箱根町は「観光立町」であることを踏まえ、「集客」・

「誘客」を念頭に置き、現状で行っている内容及び施設環境を含めた形で学習施設を再

構築して、「ただあるべき施設から、独自性ある施設へ」の転換を図っていく必要性に

迫られている。 
 
② 「学習情報の提供」 
≪現状≫ 

「観光立町」である箱根町は、町民・観光客に「箱根の見どころをどのように情報提供

していくのかという視点が重要になってくる。 
それに加え教育の分野では、観光課が担っている視点とは違う「教育の視点」で提供

していく必要がある。そのような考えのもとに、今までに「ワンコイン冊子」を作成し

販売してきた。また、森林浴ウォークに合わせ「芦ノ湖一周ガイド」、石仏群地域紹介

の「石仏群周回ガイド」、関所では「関所の見どころ（建物編）・（歴史編）」、そして仙

石原周辺散策のための「仙石原散策コースガイド」を作成した。 
情報提供の側面を考えてみると、これらは一方的に情報を与える形の情報提供である

が、「自ら学習をする」という側面からの情報提供の仕方もある。今まで、この形式で

情報提供してきたものに「HAKONE 大学」等と「ボランティア活動」の 2 つがある。 
 
「HAKONE 大学」は過去 5 年間実施し、「箱根の歴史」・「文化」・「自然」・「産業」

についての講座を開設してきた。ジオパークが動き出したこともあり、その視点での講

座開設や健康・食生活等についての学習講座も新たに開設をしていく必要がある。 
文化財等の情報提供については、今まで通り「文化探訪」を実施していくとともに、

教育内容の中に箱根の文化財を取り入れていくためにも、「教員向けの文化探訪」を実

施していくことは、将来を担う子どもたちに箱根を愛する「地域愛」を育てるうえで、

もっとも重要な取り組みである。 
 
「ボランティア活動」であるが、現在 
・郷土資料館の特別展 
・石仏群整備 
・仙石原湿原調査 



・社会教育センター図書室整備 
にボランティア活動の導入を図っているが、箱根町の広報的役割としては、大変大きな

ものがある。 
学習・教育における意義だけでなく、別の視点からすれば、「箱根町の広報」あるい

は「行政への理解」とその奥にある役割をも担うものといえる。 
 

≪課題≫ 

ワンコインの冊子は、箱根を知る上での大きな情報源になっていることは歪めない事

実である。 
今後は「宮城野地域」・「湯本地域」・「箱根の歴史」の各ワンコイン冊子を作成し、町

民に情報提供していくことが「観光立町」としての教育委員会の一使命と考える。 
 
「ボランティア活動」であるが、先にも述べたように「この箱根を自分たちの手で守

り育てる意識の醸成」を図るためには、どうしても必要な活動である。 
定着させるためには「募集の方法」そして「どこに、どのような形で」ボランティア

を導入するのか、方法を検討すると共に、長期の計画を立て拡充していくことが必要で

ある。 
 
（２）小・中一貫教育 

  箱根町においての小中一貫教育については、小・中学校の統合を契機に「箱根方式小

中一貫教育」を次の６点を実践している。 
  ① 箱根教育の小・中学校の系統的指導内容 
  ② 小・中学校 重点目標の共通化 
  ③ 総合的学習の指導分野共通化 
  ④ 小・中学校の校務分掌共通化 
  ⑤ 中学校教員の小学校授業への派遣事業（学期１回） 
  ⑥ 中学校１日体験及び小学校６年キッズカレッジ 
 
（３）奨学金制度 

奨学金制度は、生徒が安心して進学するために必要な制度であり、制度の永続的な存

続のために、従前から教育委員会全課体制で滞納整理に取り組んでいる。 

今後も滞納額の減少を図るべく取り組んでいきたい。 

返還が計画どおりできない人の場合も、毎月の返還額を減らし、期間を延ばしてでも

返還するよう指導し、貸付額を確保するようにしていきたい。 
 

また、貸付時に奨学金制度の内容・趣旨等を説明し、永続的な運用ができるよう貸与

者に意識を持ってもらうようにしており、新たな滞納者を発生させないよう努めていく。 
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箱根教育 地域教育「箱根ジオパーク」関連必須事項 

 
１ ねらい 
 ・箱根ジオパークを通して、地域の自然・歴史・文化についてより理解を深め、地域への愛着や自然保護、安

全に暮らせる環境への関心を高める。 
 
２ 単元と指導内容  
学年 教科 単元名 指導要領との関連 具体的な指導内容 
５年 理科 流れる水のはたらき Ｂ生命・地球 

(3)流水の働き 
○早川の上流・中流・下流の様子や石の大きさ、形 
の違いと川の流れを関連付けて、流れる水の働き 
と土地の変化の関係をとらえる。 

 
６年 社会 

総合 
箱根の歴史ガイドツ 
アー 

(1)ア～ケ 
指導計画作成上の 
配慮事項 
１(1)(2) 

○我が国の歴史と関連して、箱根の歴史について文

化財や資料館・学芸員等の活用を図りながら理解

を深める。 
・江戸時代の箱根関所の学習は必須。 
・源頼朝と湯坂路、箱根八里、ケンペルとバーニー、

箱根七湯等。 

６年 理科 土地のつくりと変化 Ｂ生命・地球 
(4)土地のつくり 
と変化 

○箱根の地層を調べ、箱根の土地が火山活動によっ

て変化してきたことをとらえる。 
・配付 DVD「奇跡の地球物語」の活用。 

６年 社会 みんなの願いと政治 
の働き 

(2)ア ○箱根で過去に起きた土砂災害や早川浸水想定区域

等について知り、砂防ダムの働きや防災の仕組み、

地域の人々の願いを調べるとともに、そのための

費用は租税によってまかなわれていることを理解

する。 
・小田原税務署の「租税教室」、小田原土木事務所の

「みんなのまちづくり教室」を活用。 
中学 
１年 

社会 身近な地域の調査 地理的分野(2) 
・日本の様々な地 
 域 
中項目エの 
・身近な地域の調 
 査 

○箱根町の地形図の読図を通して、地図のきまりを

理解する。 
 地形図を使って、地図記号・方位・距離・等高線

などを具体的に読みとる。 
○地形図を活用し、箱根町の各地域の特色を大観す

る。 
＊箱根町の地図を利用 
・２万５千分の１ 
・３０００分の１ ・２５００千分の１ 



中学 
１年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火山 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２分野(2) 
・大地の成り立ち 
と変化 

項目アの（ア） 
・火山活動と火成 
 岩 
 
 
 
 
 
 
 
 

○マグマの粘性が、火山の形や噴火の様子と密接な

関係があることをとらえる。 
○箱根火山がもつマグマの粘性から、どのような噴

火の経緯をたどって現在の形になったのかを知

る。 
・油をマグマに見立てた、火山噴火“実験”を通し

て、３つのタイプの火山をグループ別につくる。 
 ①マグマの粘性が低いとなだらかな火山 
 ②マグマの粘性が強いとお椀を伏せたような火山 
 ③上記２つの中間的な火山 
○鉱物の観察を通して、鉱物の形状や色、名称をと

らえる。 
＊県立生命の星・地球博物館学芸員による実験及び

鉱物観察の指導と説明 

 
 
 



 

事業名 日時･場所 内    容 対 象 者 

◆ 基本的な研修等事業 

１ 
新任・転任教職 
員研修会 

 

 

８月８日（水） 

9：00～16：30  

郷土資料館学習室 

 
地域学習「箱根の歴史を訪ねて」 
講師：郷土資料館長  鈴木 康弘氏 
コース別巡見 
講師：箱根町教育委員会生涯学習課職員 

 
・小・中学校箱根町新任、

転任教職員 
・参加を希望する教職員

２ 
児童・生徒指導 
研修会 
 
  

 
８月 22 日（水） 
14：00～16：30 

郷土資料館学習室 
 

 
具体的な事例をもとにした児童・生徒へ 
の対応について 
講師：箱根町不登校アドバイザー 

鈴木 隆広氏 

 
・中学校生徒指導担当者

・小学校児童指導担当者

・幼稚園・保育園担当者

・参加を希望する教職員

３ 
特別支援教育 
研修会 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
①10 月 19 日（金） 
14：00～16：30 

郷土資料館学習室 
 

 
特別な配慮や対応を要する児童･生徒の

支援について 
・学習場面で困った時の対応 
・生活場面で困った時の対応 
講師：箱根町不登校アドバイザー 

鈴木 隆広氏 

 
・個別指導支援スタッフ

・特別支援学級介助者 
・幼稚園・保育園担当者

②学期１回 
半日日程 
各小・中学校と日

程調整 

箱根町の特別支援教育の現状と課題 
・授業公開、協議等 
講師：県立小田原養護学校地域連携部教

諭  
※１学期、就学指導の流れについて確認 
を行います。 

・小・中学校特別支援学

級担当者 
 

◆ 箱根教育に関連する研修等事業 

４ 
おもてなしの心 
職場体験研修 
  

 
夏季休業中の２日

間（原則として連

続する２日間） 

 
箱根を訪れる観光客に対する接遇の体験 
・箱根町内観光施設（民間を含む） 
 

 
・小・中学校の教員 
※Ｈ22～25 年度の４年間

を１サイクルとする。

５ 
情報教育研究会 
 
  

 

２月 12 日（火） 

15:00～16:30 

郷土資料館学習室 

 

情報教育年間カリキュラムの検討と修正 

・各校の実践について情報交換 

新聞展実施にかかわる準備について 

 

・各小学校情報教育担当

者 

６ 

授業コーチング 

研修  

 

年間を通して実施 

教育委員室他 

 

授業の構築・指導方法及び学級経営等の

研究 

 

 

・指名した教員 

 

 
 

 

平成２４年度 研修等事業計画 
                                      箱根町教育委員会 



 

◆ 委員会・連絡会議等 

７ 
箱根町不登校問 
題等連絡会議 
（教育相談コー

ディネーター

研修会を兼ね

る） 
 
  

 
①５月 25 日（金） 
15：00～16：30 
箱根中、仙石原小 
①６月１日（金） 
15：00～16：30 
湯本小、箱根の森

小 

 
不登校問題等についての現状と課題 
講師：箱根町不登校アドバイザー 
鈴木 隆広氏 
※講師来町日に各小・中学校で行う。 

 
・教育支援室担当者 
・小・中学校教育相談コ

ーディネーター 
・スクールカウンセラー

・町巡回相談員 
・ＳＳＷ 
・ＳＳＷＳ 

②２月 15 日（金） 
15：00～16：30 

教育支援室 
 

不登校問題等についての情報交換 
講師：箱根町不登校アドバイザー 
鈴木 隆広氏 
 

８ 

就学指導委員会 
 
 
  

 

①11 月８日（木） 

②１月 23 日（水） 

郷土資料館学習室 

 
適正な就学指導 
適正な就学指導 
 

 
・就学指導委員 
（オブザーバーとして特

別支援学級担当者各校

代表） 
９ 

学校支援スタッ

フ連絡会議 
 
 
 
 

 

①５月９日（水） 

15：00～16：30 

郷土資料館学習室 

 
子ども理解と地域理解 
・支援スタッフの在り方、職務内容 
 

 
・介助員 
・個別指導支援スタッフ

②３月 13 日（水） 

15：00～16：30 

郷土資料館学習室 

実践報告会 
 
 

・介助員 
・個別指導支援スタッフ

 
10 

箱根町食育推進

会議 
 
  

 

①６月４日（月） 

15：30～17：00 

教育委員会 

②１月７日（月） 

13：30～16：30 

小田原合同庁舎 

③１月 17 日(木) 

15：30～17：00 

教育委員会 

 
町内の食育推進について情報交換・協議 
 
 
食育に係る授業の進め方について 
※足柄下郡三町食育推進研究を兼ねる 
 
実践報告による成果の確認 
次年度に向けての課題の整理 
 

 
・栄養教諭 
・栄養職員 
 

◆ 学校において実施する事業    

11 

人権教育研修会 
 
 
  

 

各小・中学校と日

程、内容調整 

 
 

 

各小・中学校で人権教育研修会を開催 

・１回は箱根町教育委員会が講師を派遣 

講師：箱根町教育委員会生涯学習課 

   岩本 満敏氏 

 

・各小・中学校全教職員

※希望する幼稚園 

 



 

＜幼稚園関係事業＞ 

＜三町教育委員会合同研修等事業＞  

事業名 日時･場所 内容 対象者 

17 

ファーストキャ 
リアサポート研 
修 
～授業エキスパ 
ートに学ぶ～ 
 
   

 
①②９月～12 月 

（小・中各１回） 

③④１月～２月 

（小・中各１回） 

午後日程 

授業者の勤務校 

 
授業参観・研究協議 
 
授業参観・研究協議 
 
※①～④のいずれかに１回以上参加 
今後、日程調整 

 
・小・中学校１～４年経験

 者 
 

18 

授業エキスパー 
ト養成研修  
 
 
 

 

①６月（未定） 

授業者の勤務校 

②９月～12月 

午後日程 

授業者の勤務校 

 
全体研修Ⅰ 
・授業づくりにおける課題について 
研究授業 
・各自のテーマ等に基づく授業実践 
 

 
・小・中学校７年経験者 

12 

箱根の歴史 

生涯学習課講師 

派遣事業 

 

各小学校と日程調

整 

 

 

箱根の歴史授業（関所の学習・その他） 

・年２回、各校の計画により実施 

講師：箱根町教育委員会生涯学習課職員 

 

・小学校６年各クラス 

※３回以上の実施も可 

13 

地域教育授業実 
践研究  

  
箱根の地域素材を生かした授業実践 
※箱根町教育研究会の中で実践 
 

 

事業名 日時･場所 内    容 対 象 者 

14 

幼稚園・保育園 
新規採用職員 
研修 
  

 
４月以降（５回） 
郷土資料館学習室他 

 
保育指導の基礎・基本について 
講師：町指導主事、各幼稚園・保育園長

等 
 

 
・新規採用幼稚園教諭・保

育園保育士 
・幼稚園・保育園４～９年

経験者の希望者 
15 

幼稚園・保育園 

園長等研修 

  

 
５月以降（３回） 
郷土資料館学習室他 

 
教職員のメンタルヘルスについて 
組織マネジメントについて等 
講師：カウンセラー 𡈽井 一博氏ほか 

 
・幼稚園長・副園長 
・保育園長・副園長 

16 

幼稚園・保育園 

リーダー養成研 

修 

  

 

５月以降（10 回) 

今後、日程調整 

 

幼稚園・保育園経営について 

・研修会への参加 

・他市町幼稚園体験研修 

・行政体験 

・小学校視察 

 

・指名した幼稚園教諭・保

育園保育士 

※昨年度受講者２年目 



 

 
   

 

③９月～12月 

午後日程 

授業者の勤務校 

④２月６日（水） 

14：00～16：30 

小田原合同庁舎 

 
研究授業参観 
・研究授業の授業分析 
 
全体研修Ⅱ 
・研究報告会 

19 

今日的課題研究 
 
  

 
１月７日（月） 
13：30～16：30 

小田原合同庁舎 

 
食育に係る授業の進め方について 
講師：大学の教授等 

 
・栄養教諭 
・栄養職員 

＜自主研修＞ 

事業名 日時･場所 内容 対象者 

20 

箱根遊悠塾 

 
日時未定 

 
①私学授業見学 
②箱根関所特別公開ガイドツアー 
③美術館研修 
④郷土資料館説明会 
⑤生命の星・地球博物館との連携研修 

 
・幼・保・小・中学校教職

員の希望者 
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